
国際政治経済学演習α(秋葉弘哉)
秋学期
(週２回) 政政・経演・国演

秋葉　弘哉

科　目　名 学期 配当年次・単位整理番号 担当教員

３年以上：４単位３０１

　現代の経済は、国際化とともにますますその相互依存関係を深めている。その依存関係
は、モノ、ヒト、カネのいずれの側面でも今後さらに深まるものと考えられる。
　本演習では、特にカネを通じた国際的な相互依存関係を、一昔前の「国際金融論」、現代
風にいえば「開放マクロ経済学」をつうじて、主として理論的に解明する。　
　しかし同時に、理論的な帰結は実証的な側面から検証する必要があり、時間の許す限り、
また受講生の基礎的な統計学の知識と計量分析能力に応じて、計量経済学からのアプローチ
にも注目する。

第１回：通年計画及び春期計画の説明等

第２回－第４回：テキスト第２章

第５回－第７回：テキスト第３章

第８回－第10回：テキスト第４章

第11回－第13回：テキスト第５章

第14回－第15回：テキスト第６章

第16回：秋期計画の確認等

第17回－第19回：テキスト第７章

第20回－第22回：テキスト第８章

第23回－第25回：テキスト第９章

第26回－第28回：テキスト第10章

第29回－第30回：テキスト第11章

　バード「国際マクロ経済学」文眞堂、2001年

　秋葉弘哉「国際経済学」ミネルヴァ書房、2010年

　前提科目：ミクロ経済学入門・マクロ経済学入門（国際政経学科生のみ）

　＊統計学入門

　＊統計学入門については、履修済みであることが望ましい。

　関連科目：金融論、国際貿易理論、国際金融理論、統計学、計量分析、計量経済学（α、

β）

開放マクロ経済学（国際金融論）

国際政治経済学科
2012

　開放マクロ経済学の習得。
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50 開放マクロ経済学の理解度。
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